
様式１（各校方式用）

電話番号

校指 教指 その他 校指 教指 その他

①見学研 1 1 1 1 （注１）

1 1

②実践研 1 1 Ｂ 1 1

Ｆ 1 1

③振返研 2 2 その他：その他の教職員

④教材研 2 2

①見学研 1 1 A 1 1

Ｄ 1 1 （注２）

②実践研 1 1

③振返研 2 2 （注３）

④教材研 2 2

①見学研 1 1 1 1

②実践研 1 1 　

　

③振返研 2 2 　

④教材研 2 2

①見学研 1 1 　 1 1 1

1 　

②実践研 1 1 　

1 　

③振返研 2 2

④教材研 3 3 　

①見学研 1 1

　 1 1

②実践研 Ａ 1 1 1

③振返研

④教材研 3 3

①見学研 2 1 1 1 1 1

1 1 1

②実践研 2 2 1 1

1

③振返研 4 4 1

④教材研 2 2

①見学研 2 2 1 1

Ｅ 1 1 1

②実践研 2 2 年間 必須

2 2

③振返研 4 4

④教材研 2 2

①見学研 2 1 1 1 1 研修時数 １学期 ２学期 ３学期 年間 必須

1 1 1 見学研 4 7 3 14 14

②実践研 2 2 1 1 実践研 4 7 3 14 14

1 振返研 8 14 6 28 28

③振返研 4 4 1 教材研 9 13 6 28 28

④教材研 3 3 一般研 8 12 8 28 28

①見学研 1 1 合計 25 41 18 112 112

1 1 1

②実践研 1 1 年間 必須

1

③振返研 2 2 1

④教材研 3 1

①見学研 1 1 1 1 1

Ｃ 1 1 1

②実践研 1 1

③振返研 2 2

④教材研 2 2

①見学研 1 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1

②実践研 1 1 1 1 1 1

1 1 1 1

③振返研 2 2 1 1

④教材研 2 2

①見学研 1 1 Ｇ 1 1

1 1

②実践研 1 1

③振返研 2 2

④教材研 2 2

G フォローアップ研修

教
科
研

一
般
研

研修と自己成長

特別支援学級

学校図書館活用教育

異校種間の連携

総時数

１

総時数

総時数

総時数

２

総時数

内道徳・特活

総時数

３

内道徳・特活

総時数

総時数

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

【全】授業づくり
【全】学級（ホームルーム）経営

【全】学校組織マネジメントと連携・
協働

【小中】総合的な学習の時間
【高】総合的な探究の時間

【特】総合的な学習(探究)の時間

【全】フォローアップ研修

研修と自己成長

１１

総時数

総時数

１２

総時数

総時数

８

【全】授業づくり
【小】外国語教育
【小】キャリア教育

【小】特別活動
【小】道徳教育
【中】特別活動

【高】授業づくりの視点

総時数

９ 1

総時数

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

【全】人権教育
【全】生徒指導・教育相談
【小中高】特別支援教育

【特】特別支援学校における教育

１０

総時数

６

【中高特】道徳教育
【高特】特別活動
【小特】教科指導

【特】子どもの見方･とらえ方
【全】授業参観
【全】授業づくり

総時数

総時数

７

総時数

総時数

内道徳・特活

５

【全】教職員の倫理と服務

【全】学習指導要領

【全】人権教育

【全】授業づくり

【全】教育の情報化

【全】接遇と社会人としての心構え

【小中高】学級（ホームルーム）経営

【中高特】キャリア教育

【特】特別支援学校における教育

1

総時数

４

総時数

一般研修
必須
（注２）

学校評価システム

学年末の成績処理

保護者への情報提供

いじめの問題

人事異動

生活習慣や家庭学習

フォローアップ研修

学校の危機管理

竹島に関する学習

年間指導計画の作成

問題行動の事例研究

学習習慣づくり

清掃の指導

面談の進め方

成績に関する諸表簿の作成

ハラスメント

1

島根県教育センター浜田教育センター長　様

接遇

人権教育の推進

○○○○

令和６年度初任者研修年間指導計画書

校長氏名

教科指導員氏名

初任者氏名 〇〇〇〇学校名 〇〇〇立〇〇小学校

指導方式 各校方式

月

○○○○校内指導教員氏名 〇〇〇〇

※指導時数（注１）

内道徳・特活

総時数

教育センター研修
先輩に学ぶ
一日研修

初任者研修の概要

E 特別支援教育

F メンタルヘルス

3
特別活動

A 教職員の勤務と公
務員としての在り方

2

○○○第○○号

令和６年○月○日

先輩に学ぶ一日研修日数

合計

※「指導時数」欄の略称は次のとおり。

校指：校内指導教員

教指：教科指導員

必ず実施しなければならない研修項目に
は、リストから研修内容（A～G)を選択する。

様式１に関する問い合わせ先
（学校の担当者の職・氏名）

職・氏名 〇〇・○○○○

○○○○ー〇〇ー○○○○

必須項目の研修時数

見学研
道徳教育

4
特別活動

D 人権教育

実践研
道徳教育

B 教職員研修と教
職員としての生き方
在り方

1 1

C 竹島に関する学習

総時数

内道徳・特活

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

総時数

総時数

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

総時数

総時数

内道徳・特活

総時数

キャリア教育の意義と展開

不登校問題

総時数

※教材研の内、8時間は見学研とその振返研にあてること可。

※指導時数（注１）

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

総時数

総時数

総時数

内道徳・特活

総時数

総時数

総時数

総時数

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

内道徳・特活

総時数
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研修
時数

総時数

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

教職員としての心構え

教職員のメンタルヘルス

内道徳・特活

総時数

内道徳・特活

総時数

総時数

教科等の研修
研修
時数

❶

❷

❸

❹

❷

❼

❽

❺

❻

❼

報告書等の書き方について（各校方式） 

１ 令和６年度初任者研修年間指導計画書【初任者研修指導教員の手引き P.５９、６０】 〆切 ５/２０（月） 

どの研修を、いつ・誰の指導のもと・何回実施するのか、年間の指導計画を立てる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➊宛先は、所属センターの所長をリストから選択する。 

➋先輩に学ぶ一日研修について、予定でよいので入力する。1回は、５月末までに実施する。 

➌指導時数の欄に、研修にかかわる指導教員について時数を入力する。 

○各校方式は校指か教指のどちらか、または両方に数字が入る。 

➎右下の欄には合計が自動的に表示される。各学期の標準時数（新任研修実施要項：P.９参照）になるよう確認す

る。標準時数のため、実際には各学校の実態に合わせて、数時間の違いが出る場合もある。年間をとおして各研修時

数が達成されるように計画する。 

  

➍その他の教員が指導する場合はその他の欄にも時数を入力。 

○その他の教員に任せ切りにするのではなく、例えば、校長が指導する場合などでも、基本的にはどちらかの指導

教員が研修にかかわり、研修実施時間には同席することを原則とする。 （指導教員の手引き P.27Ｑ９参照） 

  

➐一般研で「教職員の勤務と公務員としての在り方」「教職員研修と教職員としての生き方在り方」「竹島に関する

学習」「人権教育の理解と推進」「特別支援教育」「教職員のメンタルヘルス」の研修を１年間に１回は必ず実施する。

「フォローアップ研修」の研究主題の設定について協議する研修を２～３月に実施する（新任研実施要項 P.15 参

照）。これら７つの研修内容はリストより A～G を選択して入力する（指導教員の手引き P.59 参照）。また、時数は

右下の欄に自動表示される。 

 

➏道徳と特別活動の研修について、見学研及び実践研をともにそれぞれ１回ずつ必ず実施する（新任研実施要項：

P.10 参照）。年間計画書の道徳・特活の欄に入力する。時数は右下の欄には自動表示される。（高等学校、特別支援

学校の道徳科の扱いについては、指導教員の手引き P.29Ｑ21Ｑ22 参照） 

初任者の実態に応じて、研修内容の工夫を！ 

例:「講師経験が長い」「新卒」「企業経験がある」など、それぞれの実態にあった研修を組む。 

詳しくは、新任研実施要項に記載（小・中・義務教育学校：Ｐ.12～13、高等学校：Ｐ.14～15、特別支援学校：

Ｐ.16～17）の研修項目（例）を参考に、各校で計画する。 

○初任者研修年間指導計画書（様式１）は、校内指導教員が作成する。 

○作成した年間研修計画は絶対的なものではなく、初任者の実態等や希望等に応じ、実施する際に変更しても構

わない。  

➑公印は不要。文書番号を記入する。←昨年度、文章番号不記載の学校が散見されました。 



 


